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石川県 に お け る 自殺 の 統計的検討(1 9 8 9
- 1 9 9 5 年)

金沢大学医学部医学科法医学講座 (主 任 : 大島 徹教授)

佐 藤 保 則

近 藤 稔 和

大 島 徹

1989 年か ら199 5 年の 7 年間 に 石 川県内で発 生 した 自殺例 に つ い て 統計的検討 を行 っ た . 自殺者総 数 は13 7 4 例 ( 男性841

例 , 女性533 例) で あり , 年 次別 に み ると177 例 か ら221 例 の 間を 推移 して お り , 年間平均ほ196 例で あ っ た . 季節 で は春 と秋に 多

発する傾 向がみ られ , 曜日別 で は月曜に 最も多く 土
･

訓曜に は少な か っ た . ま た
, 自殺 の 最も多い 年齢層は 男女とも50 歳代で

あ り,
6 0 歳代 ま で の 全年齢層 で 男性の 自殺者 数が 女性 を上 回 っ て い た が

,
7 0 歳代以 降で ほ女性の 方が 多か っ た ･ 自殺 手段 は 男

女と も綻頸 が過 半数 (男性59 . 9 % , 女性54 . 0別 を 占め
, 次い で 男性で ほ ガ ス (1 0 . 9 % ) , 女性 で は 入 水 (21 ･ 0 % ) が 多 か っ た . 自

殺の 場所 は崖 札 特 に 自宅屋内が多く 1 発見者の 多く は 自殺 者の 同居家族で あり
, 自殺者 の58 . 2 % は 無職者で あ っ た . 自殺の

動磯は 病苦 , 精神疾患の 順に 多く , 最近の 不 況を 反映 して経 済的理 由が 漸増す る傾 向が み られ た ･ また , 1 0 ･ 2 % の 自殺者が過

去に 自殺企図歴 を有 して い た . 以上
, 石 川県に お ける 最近7 年間の 自殺に 関する統 計情 報は

∫ 今後 の 自殺予防対策に 有用 な基

礎的資料と な る と考 え られ る .

K e y w o r d s st a ti sti c s
,
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,
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, P u bli c h e al t h

自殺の 実態 の 正 確 な把握と そ の 要因の 分析は
,
自殺を 未然 に

防 ぐ上 で の 有効な 方策 で あり
,
法医社会医学の み な らず臨床医

学的に も非常 に 重要 と思わ れ る . 自殺 に 関 して は従来か ら各都

道府県の 実状 に つ い て 多く の 報告が な され て い る が
, 著者 ら が

実務を 担当 して い る石 川県 での 詳細 な検討は
ょ

こ れ ま で の と こ

ろ十分に は 行われ て は い な か っ た . そ こ で 今回 我 々 は 最近 7 年

間の 石川県内の 自殺例 に つ い て
, 石川県警察本部に 保管 され て

い る ｢ 変死体発見報 告書｣ を対象と し
,
年次別 , 月 別 , 年齢層

別
, 手段

, 動機等 に つ い て統計的検討を行 い
, 若干の 文献的考

察 を加 えて 石 川県に お け る自殺の 実態と 問題点を 検討 した .

対象お よび方法

石 川県警察本部刑事部捜査第
一

課に 保管 され て い る ｢ 変死 体

発見報 告書｣ を 対象 と して
,
1 9 8 9 年(平成元年) 1 月か ら199 5 年

(平成 7 年) 12 月 ま での 7 年間に , 石 川県内で 変死 体 と して 取 り

扱わ れ た438 9 例か ら自殺例(13 7 4 例) を 抽出 し
, 年次別 , 月別 ,

曜日 別, 年齢層別 , 手段 , 発見場所 , 発 見者 . 地域 別
,

職業

別 , 動機, 自殺企 図歴等 に つ い て 集計 し
,
統計 的検 討を 加 え

た . ( な お本資料ほ 人 口 動態統計 の 数値と は必 ず しも 一 致 し な

い .)

成 績

Ⅰ . 自殺者数 の年次別推移

自殺者数の 年次別推移 を図 1 に 示 した . 1 9 8 9 年 の 2 2 1 例 が 最

も多く
,
1 9 9 0 年の 17 7 例が 最も少な か っ た(平均1 96 例/ 年) . 性別

内訳ほ男性841 例 , 女性533例 で あり , 男女比( 以下 , 男女比ほ 男

性 自殺者1 00 に 対す る 女性自殺者数と 定義す る) ほ63 . 4 で
t 全て

平成 8 年 7 月1 8 日受付 , 平成 8 年 8 月1 2 日受理

の 年次 で 男性自殺者数が 女性 の そ れ を上 回 っ て い た .

Ⅰ . 月別自殺者数

図2 に 示 す よ う に月 別 で は 3 月 が144 例と 最も 多く よ 次い で

5 月 (1 36 例) ,
1 月(1 3 0 例) の 順 で あ っ た . 逆 に 自殺者数の 少な

い 月 は 2 月 (91 例) , 1 2 月 (91 例) , 8 月( 93 例) で あ っ た . これ を

性別に み る と男性 ほ 3 月 (88 例) に 最も多く 1
2 月 (5 5 例) が最

の
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石 川県に おけ る自殺 (19 8 9 - 1 9 9 5 年)

少で, 女性ほ 3 月 が56 例 で 最多,
4 月 と12 月( 共 に33 例) が最少

であ っ た .

Ⅲ . 曜日 別自殺者数

曜日別に み た自殺者数を 図 3 に 示 した . 月曜 日 が2 25 例 で 最

も多く , 自殺が少な い の ほ 土 曜日 (17 2 例) と 日曜日 (‡74 例) で

あ っ た . 男女比 は 日曜 日が46 .2
, 土曜 日が56 . 4 で あ り

, 月曜 日

か ら金曜日 ま で の 平均値 (68 .9) よ り低値 で あ っ た .
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Ⅳ . 年齢層別自殺者数

年齢層別に みた 自殺者数を 図4 に 示 した . 総数 で は40
-

60 歳

代 で76 4 例(5 5 ･ 6 % ) を 占めて お り
, 最年少者は13 歳 , 最高齢者

ほ95 歳で あ っ た ･ 1 5 歳以下の 低年齢者自殺ほ 5 例み られ ,
こ の

うち い わ ゆ る ｢ い じめ｣ を原因とす る自殺は 1 例 で あ っ た . 性

別 で は男女とも50 歳代が最も多く ,
1 0 -

6 0歳代ま で は 男性の 自

殺者数が 女性 を上 回 っ て お り ∴ 特に 30 歳代で は男性が圧倒的に
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多か っ た が ( 男女比 ; 31 . 4) ,
7 0 歳代以降で は 逆に 女性が 多か っ

た .

Ⅴ . 自殺手段

自殺手段を1 2 項目 に 分類 し , そ の 年 次別 内訳 を 表 1 に 示 し

た . 総数 で ほ 綻頸が792 例 (57 . 6 % ) と 最も多 く , 次 い で 入 水

179 例 (13 . 0 % ) ,
ガ ス 1 1 0 例(8 . 0 % ) , 飛び 降り108 例(7 . 9 % ) , 服
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毒61 例 (4 ･ 4 % ) の 順で あ っ た ･ 性別 で み た 場 合 , 男女とも50%

以上が 塩頸 で あ り
, 第 2 番目 に 多 い 手段 は 男性 で は ガ ス

, 女性

でほ 入 水 で あ っ た ･ 碇頸792 例 に つ い て は ∴定型的温頸39 . 1 ‰

非定型的霜 頸6 0 . 9 % で あ っ た .

次に 年齢層 別 に み た 自殺手段 の 割合 を図 5 ( 男性) , 図6 (女

性) に 示 した ･ 男性 ほ10 歳代 で 飛 び降 り , 2 0 - 5 0 歳代 で ガ ス 自
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石 川県に お ける自殺 (1 9 8 9- 1 99 5 年)

殺の割合が他 の 年齢層 よ りも高か っ た が
, 高齢 に な るに つ れ綻

頭の割合が増加 した ･ 女性 で ほ 入水 の 割合 が い ずれ の 年齢層に

おい て も比較的高 く ∴糧頸は30 - 4 0 歳代 で そ の 割合が 比較的低

かっ た .

Fig . 7 . R e gi o n al diff e r e
.
n c e i n th e s ui cid al c a s e n u m b e r

d e alt w ith b y 1 5 diff e r e n t p oli c e s t ati o n s i n I sh ik a w a

P r ef e c t u r e d u ri n g t h e r e c e n t s e v e n y e a rs (1 9 8 9-1 9 9 5) .

T a ble l
. T h e n u m b e r o f s u ic id al c a s e s b y e a c h m e th o d i n 1 9 8 9 - 19 9 5

5 33

Ⅵ . 発見場所 , 発見者

自殺者の 発 見場所 に つ い て は
, 発見場所 を 屋 内( 車内を 含

む) と 屋外に 区分す ると
,
屋 内が869 例(6 3 . 2 % ) , 屋外が50 5 例

(3 6 . 8 % ) で あ っ た . 屋 内で は 自宅屋 内が447 例 で最も多く ∴堅外

で は 山間部や 郊外の 空き地
, 海が比 較的多 くみ られ た . 発見者

ほ 自殺者の 同居家族が609 例 (4 4 . 3 % ) で 最も多く
, 次 い で近 隣

者 ･ 通行人 (29 . 3 % ) , 別居家族 (7 . 6 % ) の 順で あ っ た .

Ⅶ . 地域別分類

石 川県内居住者が1 254 例(9 1 . 3 % ) と大半を 占め
, 県外居住者

1 14 例 (8 . 3 % ) , 住所不 定 また は不 明 は 6 例 で あ っ た . 県外居住

者の 内訳は富山｣県19 例 ,
大阪府1 7 例

, 福井県16 例 , 東京都 9 例

な ど
1

1 都2 府21 県に 亘 っ て い た .
い わ ゆる北陸 3 県で12 9 0 例

(9 3 . 9 % ) を 占め て い た が
, 岐阜県ほ 隣接県 で ありな が ら 5 例と

少な か っ た .

県内1 5 所轄警察署別の 7 年間の 自殺取 り扱 い 件数ほ
, 県 内最

多 の 人 口 を管轄す る金沢中暑が 最も多く , 次 い で 羽 咋署 , 金沢

東署 の 順で あ っ た( 図7 ) . 逆 に 少な か っ た の ほ
, 管 轄区域 の 人

口 が 比較的少 な い 能都署,
穴水署, 輪島署 , 鶴来署で あ っ た .

しか し
,

これ を各警察署の 管轄する 人 口 1 万 人 当た り の 割合で

み た 場合, 鶴来署(52 . 6) , 津幡署(44 . 7) , 珠洲署(23 . 1) の 順に

多 く ト 逆に そ の 管轄区内に 住宅密集 地を含む 松任署 (7 . 2) や ,

金沢中署(8 . 鋸 , 金沢東署 (9 . 0) で は 低値で あ っ た .

Ⅶ . 職業別分類

自殺者の 職業を 職業別分類
t)

に 準 じて 分類 した . 有職者は574

例 (4 1 . 8 % ) で あり
, 無職者は800 例(5 8 . 2 % ) と過 半数を越 え て

い た . 有職者の 職業別 内訳は技能工
,
製造 ･ 建設 ･ 労務等作業

者181 例 ,
サ ー ビ ス 職業11 3例 , 農林漁業6 9 例等 の 順で あ っ た .

特 に 男性 で 技能工
, 製造 ･ 建設 ･ 労務等作 業者 が多く み られ た

(1 0 5 例) . ま た
, 全自殺者の9 . 7 % に 相当する133 例 ほ 入 院患者 の

自殺 で あ り,
こ の う ち

一

時帰宅中の もの が46 例 , 入 院中で あり

な が ら無断外出 して い た もの が1 7 例あ っ た .

Ⅸ . 自殺動機

自殺の 動機 を 6 項 H に 分析 し , 年齢層 別 の 割合 を 図 8 (男
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性) お よび 図 9 (女 性) に 示 した . 自殺動機 ほ年齢 に よ り大きく

異な るが , 総数 で は 精神 疾患 以外の 病苦が459 例 (3 3 .4 % ) と 最

も多く , 以 下∴ 精神疾患441 例 (3 2 .1 % )
, 厭世284 例(2 0 . 7 % ) ,

経済的理 由221 例 (16 . 1 % ) の 順 で あ っ た . 精神疾患 の 内訳ほ鬱

病 ･ 躁鬱病 が220f机 ノ イ ロ ー ゼ 等1 5 5 例 , 精 神分 裂病86 例 で

あ っ た ･ ま た , 病苦 に よ る自殺459 例に つ い て の 既往 疾患 の 内
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訳を み る と 仁 腰痛や 脳卒中後遺症
, 狭心 症等が 大部分を占め

,

悪性腫瘍は62 例(13 ･ 5 % ) で あ っ た ･ 自分の 病気を 癌と思い 込ん

で 自殺 した 例も12 例 (2 ･ 6 % ) み られ た ･ 年次別 に み ると
, 病苦

や 精神疾 乱 厭 世の 割合に 大きな 変動ほ み られ な か っ たが
, 経

済的理 由が1 991 年の 20 例 (1 0 ･ 0 % ) を最 低と し て 近年 次第に 上

昇 し
,
1 9 9 4 年ほ45 例 (2 4 . 9 % ) に 達 した .
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石 川県 に お ける 自殺 (19 8 9
-

1 9 9 5 年)

X . 自殺企 図歴

明らか な 自殺企 図歴 を有す る例は14 0 例 (1 0 , 2 % ) で あ り
, 男

性が77 例 ,
女性ほ63 例 で あ っ た ･ 自殺企 図 の 回 数 は 1 回 が1 0 5

例(75 . 0 % ) で 最も多く , 自殺企図の 回 数が増 え る に つ れ 例数は

減少 し
,

回 数が 不 明 の 例を 除 く と 最 高 4 回 で あ っ た ･ また
,

1 4 0 例 の う ち 精神 疾患 が 関 与 した と 考 え ら れ る も の は8 7 例

(6 2 . 1 % ) で あり
,

そ の 内訳ほ鬱病 ･ 躁鬱病42 例 ,
ノ イ ロ ー ゼ 等

28 例 , 精神分裂病19 例 で あ っ た .

考 察

一

般に 自殺は 春先 ( 3 - 5 月) に 多い と 言われ て お り
2ト 4)

, ま

た
】
春と秋( 9 月- 1 1月) の 2 峰性の ピ ー ク が 認め られ た とする

報告が あるが
軒

, 本調査に お い ても春 と秋 に 2 峰性 の ピ ー ク が

認め られ た . こ の 理 由と し て 職場の 異動 ･ 転勤 が 4 月と 9 月 に

多い こ とや
,
自殺と関連性 の 高い 鬱病や 精神分裂病 が春 に 多く

発症する こ と な どが考 え られ る
6)T)

. ま た , 自殺と 気象条件 に つ

い て , 江頭 ら
8)
は 北陸地方で ほ 日照時間 の 少な い 1 月 に 自殺死

亡率が最低に な る と 報告し て い るが
, 本調査で ほ 1 月 に も比較

的自殺が 多く, 江頭 らの 成績 とは
一

致 しな か っ た ,

自殺を曜日 別に 調査 した報告は 少な い が
, 本調査 で は土 曜と

日曜に 少な く
,

そ の 傾 向は特に 女性に お い て 顕 著で あ っ た . ま

た
, 男女比に 関 して は 昭和50 年頃よ り全国的に 明 らか に 低下す

る(女性が 減少する) 傾 向に あり ,

jF 成 5 年に は51 . 5 で あ っ た
g)

.

しか しなが ら , 石 川県 で は今 回 調査 し た 7 年 間の 平均は6 3 . 4

と , 女性 の 自殺者数が な お多 い 傾向が み られ た .

年齢層別 で ほ40 … 5 0 歳代 の
, 特に 男性に 自殺が多 い と され て

い るが
10) ‖)

, 今回 の 調査結果も こ れ と
一

致 して い た . また
,
7 0 歳

以上の 自殺者ほ286 例 (20 . 8 % ) で あ り
,

全 国的な傾 向に
一 致 し

て その 過 半数は 女性 で あ っ た . こ の 理 由の 一 つ と し て 女性の 平

均寿命が男性 よ りも長い こ とが 考え られ る . こ の こ と は高齢者

の自殺死 亡 率が 昭和48 年度の 老人 医療費公費負担制度 の 開始に

より減少 し
12)

,
また

, 高齢者に 多い 病 苦に よ る自殺が
, 医療機

関の 整備が 不 充分な地 域に 多発す ると い う 報捏
3)
と 軌を

血

に L

て い る
.

い ずれ に せ よ 今後 高齢化社会を 迎え る こ と は 確実 で あ

り
, 老人 の 自殺 予防ほ 重大な社会問題の 山つ で ある .

また
, 近年の 社会問題と な っ て い る ｢【い じめ｣ を 明 らか に 原

因とする自殺は 1 例の み で あ っ た が
, 吉江I

14〉
に よ れ ば 小｢い学 生

の 自殺は ｢ 群発自殺
〟
｣ の 形態 をと る こ と が ある と さ れ ,

l~ い じ

め｣ の 実態 を11｣確に 把 握する こ と が 年少者の 臼殺予防 の 一手段

とな るもの と 考え られ る .

自殺手段 は男女と も温頸 がそ の 過 半数を r

f
i め

,
こ の う ち定型

的碇頸が 4 割弱と 比較的高い 割合を 占め た . しか し , 従来か ら

自殺の 手段 と して ほ定 型的綻頸 よ り も非定型的温頸 の 方が 圧倒

的に 多い と され て お り , 監察医制度を 有す る人阪府に おけ る調

査で は ∴ 定型的拡頸2 7 % , 非定型的縦頸73 % で あ っ た
15)

. 石 川

県で ほ 法医学の 専門家 が 異状死 体を 検案す る機会ほ さ は ど多く

ほ なく , 鑑頸の 種類に つ い て は必 ず しも実態を 正 確に 反映 して

い ない 恐れ が あ る . 入 水 に 関 して は
, 海岸線を 持た な い 地域 で

ほ自殺手段かこ占め る割 合が比較的低 い が
16)

,
石川県 で は 地理 的

条件を反映 して 海に 入 水する例が 多くみ られ た . ま た近年 ,
高

層建築物 の 増加に 伴い
, 大阪や 横浜等の 都市部で は飛 び降 り自

殺の 増加 が報告 され て い る が
17)- 8)

, 石 川 県に お い て も自殺手段

の 第4 位 を占め
,

そ の 場所 と して 昭和50 年代後半で ほ崖もな お

多くみ られ た が
19)

, 今回 の 我々 の 調査 で ほ大半が 建築物 か ら の
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飛び 降 りで あ っ た .

自殺の 動機 と して は 病苦J 精神疾患が多 く , 最近の 報告
2d)

と

同様の 結果を待 た . 自殺は社会の 経 済動 向を反映する と言わ れ

て お り
21)

, 年次別に 自殺の 動機 をみ た 場合, 平成 3 年 よ り経済

的理 由が 漸増す る傾向が 認め られ た が
,

これ は い わ ゆ る ｢ バ ブ

ル 崩壊｣ の 時期 に は は
一

致 して い た こ と ほ注 目す べ き点と 考え

る .

発見場所は屋 内が 過半数を占め
, 特に 自宅箆 内に 多くみ られ

た が ,
こ れ は綻頸の 多く が屋 内で 遂行され た こ とに 基づく もの

と考え られ ,
これ に 対応 L て 発見者 も同居 家族 が 最 も多 か っ

た . また
, 警察 署別 に み た管轄人 口 1 万 人当た りの 自殺発生率

ほ 郊外の 鶴来署や 津幡署で 高く t 市街部の 警察署 で は 低値を 示

した が
,

こ れ ほ鶴来地区の 住民の 自殺死 亡率が 高い こ と を意味

す るもの で は な く
▲

人 口 の 少 ない 山 間部の 地域が 自殺場所 と し

て 選択 され る機会が 多い こ と を反映 した結果 と思わ れ る . 県外

自殺者の 居住地 は隣接する岐阜県に ほ少 なか っ た が
,

これ ほ 県

境が 唆 しい 山間部に 位置 し
, 石 川 ･ 岐阜 の 両県を 短時 間で 直接

往来で きる交通手段 が 限られ て い る こ ともそ の 一 因で あろ う .

自殺企図歴 は 約1 割の 自殺者に 認め られ た が
, 自殺未遂者数

は 既遂老数の 約10 倍に 上 ると 推定 されて お り
22)

, 自殺 未遂老 に

対す る精神医学的な ケ ア は自殺予防 上
, 極め て 重要で ある . ま

た
,

入 院患者 の 飛び 降りや 病院内F】殺も少な か らず存在 して お

り , 管理_t二 , 医療関係者の 充分な 注意が 求め られ る .

今回 の 調香結果 は 石 川県に おけ る最近 7 年間 の 自殺の 実態を

′Jミして お り , 自殺 予防の 観点か ら , 社会医学 の み な らず臨床医

学的に も重要な情報 を提供す るもの と 考え られ る .

結 論

198 9 年か ら199 5 年 まで の 7 年間に 石 川県内で 発生 した 全自殺

例 に つ い て の 統 計的検討を行 い
, 以~~F の 結果 を得た .

1 . 自殺者総数ほ137 4 例 (男性841 例 , 女性533 例) で あり , 年

間 平均196 例で あ っ た . 季節別 で は 春と秋 に
, 掘糾~l 別 で は｣j 曜

に 多発する傾 向がみ られ た .

2 . 自殺の 最 も多 い 年齢層は 男女 と も50 歳代 で あ り
,
4 0 棚60

歳代 で 全【
`

l 殺老 の55 . 6 % を I
t
盲め た . 60 歳 代ま で の 全年齢層 で 男

件 の 自殺者数が 女性を と【･- = )
, 7 0 歳 代以 降で は 女性 が 多 か っ

た .

3 . 【
`

懐 手段 は鮎頸 (57 . 6 % ) , 入 水 (1 3 . 0 % ) ,
ガ ス ( 8 . 0 % ) ,

飛び降 り (7 . 9 % ) の 順で あ っ た . 男 女~ と も過
､

‡二数が 溢頸 で あ

り , 男性で ほ ガ ス
,

プ佗び 降り , 女性 で ほ 入水 , ㈹び 降 りが こ れ

に 続 い た .

4 . 自殺の 多 くほ 屋内 ∴特に 臼宅屋 内で 遂行 され , 約半数の

自殺者は 同居家族に よ っ て 発見 され た . 地域別 に み ると 都市部

郊外 で の 自殺発生率が 高く
,
自殺者の 約 1 割 ほ石 川県外店任者

で あ っ た . また , 自殺者の58 . 2 % ほ 無職で あ っ た .

5 . 自殺の 動機ほ 病苦(33 . 4 % ) , 精神疾患 (32 . 1 % ) の 順 に 多

く , 特に 女性 に お い て精神疾 患の 占め る 割合 が 高か っ た . ま

た
, 最近の 不況 を反映 して か 経済的理 由が漸増す る傾向に あ っ

た .

6 . 全自殺者 の9 . 7 % ほ 入院患者の 自殺で あ り
, 自殺 者の 約

1 割ほ 過去に 自殺企 図歴を有 して い た .

以上 の 結果は , 石川県に おけ る最近 7 年 間の 自殺の 実態を 示

して お り , 自殺予防 の 観点か ら , 社会医学の み な らず臨床医学

的 に も有用な基礎的資料に な るもの と考え られ た .
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